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第2開

聞硫安の壌鑑別散布については．不調査の範囲内で吐

薬筈は何れも認められず，DC PA塵用区に於いても同

様であった．

苗調査（5月80日調）の結果の一部を第2図に示した

が，薬害の発生した区に於いても出発の遅れがみられず，

斯業が出る忙及んで薬害・は目立たなくなった．しかし20：三

体風乾重に於いては，1）O PA散布后の硫安篠江区は，

傾向的に軽くなる様である．

4　　考　　　察

以上2ケ生の試験の結果，苗代に工）C）Aを利用する

場合，］D C fA散布前の硫安追肥はかなり安全な康に思

われ句が．D C PA散布後1週間以内の硫安追肥は薬害

が苦しく，賀」）C pAと硫安の混用についても同様であ

った．尚硫安の追肥方法問で吐．赦布時の天候に上るが

首が乾いている場合は，硫安を手痛した方が薬害は穣め

て少なかつた．

従って，成果の応用にあたって吐，D C PAを苗代に

適期散布した場合，その後1週間以内の追肥を差控へる

こと，またかC王〉Aの適期散布を失し繹抜きを容易にす

るために．苗代末期に散布した場合．活着促進のための

追肥と近接散布となる封それがあるので，注意を妾する

と思われる．

施肥部位に対する稲生育の反応について

第2報　施りUfI；位と後期生育との関係

森谷帖夫・千葉隆久

（一㌔：†城典農試）

1　ま　えがさ

水稲栽培の収量向上に比後実を良化せしめることが必

要であるが．これに吐前報で報告した如く，生育後朋の

光合成能力を高水準に維持することが大切である．施肥

部位を変えること把より光合成能力にどのようを影響を

及ぼすかを検討するため不試顔を実施した．

2　試験方法

1．施肥条件

層　別　l境界に吸着届を卦く】

表層旧一迫dJ）
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4月18日揮　5月21日経

8．1卯所】1のライシメーター式埋設ポット使用各

区各棟　2本植　2区制

3　試験結果及び考察

第1表　草丈　垂教の推移

項 目 ■

区 別 ！

草　　　 丈　 【d ） 出 穂

月 日

6 ．11
6 ．18 6 ．王ら 7 ．2 7 ．9 7 ．1 6 7 ．詔 旧 ．日）

1 2 ．8 巷 ．9 租 ．1 」Ⅳ8 5 9 ．5 6 9 ．6 ■符．7 8 ．1 6
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初期生育での草丈や垂薮の区間差はあーわ明瞭で吐な

く，不武威程度の表囁施肥の量では大きな違いは見られ

なかった．しかし分けつ末期から生殖生長の転換期にか

けて中層野上び下層の施肥の有無による違いが現われて

来たよりである・

ます収量結果から見ると，第1園のように・頴花数の

増大に従い収量も多くなる傾向があるが・そのなかで瓜

2．4・6は捻実歩合が天体同じて頴花数の多少が収量

を支配し，席1は捻乗積匿は最も良いが頴花数不足であ

り，應5は名6・2と同等の頴花数を持っているが検実

が悪く，点3吐頴花数・稔夷程匿共に不良で最も少収で

ある．

稔実程度を支配する大きな要因として上位葉の光合成

能力があげられるるが　集団としてみた場合には個々の菜

のそれよりも受光恐勢の良否が問題になる・不試験の檀

歓水準は，咽0－85／伊，1・A・Ⅰ吐第2表に示す上，

を繁茂状感で，そこに受光態勢が大きく影響したことは

当然であろ，．

第2表　棄面僕とも・A・工

項目 菓 面凍 Ieが／株） 1 ．A ．Ⅰ

武 1
檀早期出穂期畳熟前期穂学期一出穂期一畳熱前期

（8．1 ）18．u I　l 19 ．4 ） 18 ．1I 18．19】 19．4 ）

轟 彊
1486 5 ．47　　　 4 ．83

1845 6 ．88　　　 6．15
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い 916

1 1952
；2056

115 65
l
2105

2207

1828 5 ．37　　　 4 ．46

・15 98 6 ．26　　　 5 ．7 2

1913 6 ．58　　　 6 ．86

第2回は各区の受光憩勢と上位三菜の展開角匿等で示

したものであるが，各層の肥料の効きかたが各薫弦角，

葉身長に表われて来ている・偏1は表層の肥料は割合早

く切れたよりで，第2，8葉が他に比較して短く，止薫

は追肥の効果でやゝ長くなっている・これに対し彪2は

中層に肥料がないために下層の肥科が割合早くから利用

され允と思われ，第2，3葉は前者エカ長く，葉弦角合

計でも大きくなっている・彪8は表層施肥が前2者よめ

ももつと早く切れたと思われるが．下層の肥効と追肥が

重なって菜弦角をヤゝ大きくしている．瓜4吐上記の上

，な途中の肥切れがをく，しかも急激な吸収もなかった

ようで全役的に直立塾と表わながら素面横も或る程度確

保している．これに対し上，中層の肥料獲匿の高い瓜5

は薫弦角が最も大きく，しかも止薫は一番短く走ってい

て，この時朗に吐肥切れのようになったとみられる，こ

の点甲届に肥料がなく下届に多いり拡6は天分直立的とな

り止葉は他区に比べて最長となっている．

このようを受光態勢としての上位三業の合計葉弦角と

稔実歩合との関係壮第8回に見られるように尭身の展開

角度が大きいほど捻実が悪く，収量を低下させている・

第8表は各項目の区間差を示したもので，これらの事

をまとめてみると，前述のように表層の施肥は割合に早

く切れるようで．特に慮1は最高垂故やし．A．Ⅰが小さ

く受光態勢は良いが，穎花数の確保が伴わず少収となっ

た．瓜3吐追肥と下膚の肥効の関係がうまくゆかなかっ

たと思われ，この上，なことで形質が全般に悪く玄米生

産効率は低い．
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中層の肥効吐分けつ後期卜生殖生長初期Ⅵかけてのつ

なぎとして働くようだが，これが多量である瓜5は最高

垂故にはあまカ出なかったが稗長，L・A．ェ，糞夢勺が

大きくなっている・しかし止葉長ヤー穂頴花数かノ見る

と，下層yのをhこともあって凋落的てる少，飯高分け

つ朋頃の効き過ぎの結果としての受光憩勢の悪さから稔

実を悪くし減収が著しく，この区のような肥劾発現が最

も悪いと思われる・この点瓜4吐肥劾発現権過が厳も順

調且つ稲の生育経過に適合した上，で，収量構成要素決

定の経過が円滑に行われ．受光詔勢の良さからする稔夷

の向上で最も多収となった．

下層の肥効発現は普通の場合，幼穂形成朋一穂ばらみ

朋頃からのようであわ，豊熟期間忙かけて糞面庚や活力

維持などの効果をもつことは1．A．工や稔実程度などか

らも，かがえると思う．但し砿6は中層に多過ぎて下層

を欠く点るほどの悪い点は出ないけれども，中層の肥料

の効果である頴花数の増大と葉面積の拡大などの点で劣

少．このようを点で収丑に封いて伊上ばなかった∴【うで

ある．

以上の上，旺施肥届の別は肥劾発現の時期的なみとた

って現われ．稲の生育段階に応じそれぞれ一L川．杉二極恥

に影響し，収臆を構成し，決定する．本式庚のJ易合．砿4

のような形が厳も玄米生産期峯の商い，効き方であっ叱

わけであるが，甲・下層の施肥は英傑潤闇圧して吐．TL．主

であり，今後このようを斐分の吸収適格を地刀の1■ごて準．

透水性の改善や鳩肥法又は肥料の改良等をは合せながら

どのようにして実現するかが周憶となるであろう．
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八郎潟干拓地における石灰要求量について

中島高美・福田兼四郎・尾川文明

（秋田県英訳八郎潟分場）

1　ま　えがさ

八郎潟の干拓吐昭盟生に開始され，集防工事は同職年

11月に終了し，現在排水作業中である．すでに干陸され

ている周辺干拓地は大部分が砂賞土壌であカ第1表に見

られる如く，多量の硫化物が土壌の乾燥に伴をって酸化

され著しい強酸性を呈する．かような場所での直播栽塔

では若干の石灰施用では殆んど生育不能という状態さえ

見られる・かゝる土壌での石灰量について，南部干拓第

第1表八郎潟　南部干拓第1・Ⅰ区土壌の酸性化

土壌 の

種 類 土 佐

干 陸 1 年 后 干 陸 2 年 后

P　H
ち 0．溶

8 0 轟

水溶 性

S O ●
P　 H

水溶 性

S O，

A　　　　 8 6 ．4 5

　 節

1 ．0 4

　 虜

0 ．0 6 8 2 ．9 2 0 ．2 7

B　　　　 S 5 ．0 2 1 ．4 6 0．0 2 9 3 ．0 0 0 ．2 6

2工区で昭和郎年上カ開始された大型機械化実験農場に

逼りハて若干の試験を行をh．2・さの知見を得たのでこ

ゝK報告する．

2　試験方法

1．室内試験

土壌は実験農場弟Ⅲ開区の昨年生育不能であっ恵もの

2種を供試した・1飢叫捷高シャーレを用い，緩衝能法に

よる中和霊の0・1・2，・4倍量の石灰を施用し，トワ

ダモ各区却粒づつ痛きその生育，土壌の変化を見た．
2・圃場試験

実験農場吐20血づつき蘭区に分れているので，各々

について代表地点1ヶ所を選び，ビニール畑苗代様式で

石灰用量試験を行なった・試験区吐各同区共通で，石灰

霊はa当少0・五・軸・簡・野上び1仙軸／もとし，1区

860d膚2連，珠間10・潤の集稀で4月8日播種し，その後

の発芽生育状態と土壌の変化記見た．

3‘試験結果及び考察

1・室内試験

まず土壌の甲和石灰量を緩衝能法でみると．第1回に

示すようにpH6・5K矯正するのKル2yNaOHを100g

土壌だ対しⅦ－通れ亡羊する．炭カルでは0．1－0．退g
となる．

次にこの中和量の0・1・2・4倍量の石灰を施用し，


